
































15，17ペー ジ，広告が3，7ペー ジ，週末版では19,23ペー ジの本文に両紙とも27ペー ジの広告が
もたらされた。最近の週末版は特に後者では著るしく増加，広告61ページ，本文30ページ以上の号
がある。もっとも本文の一部に入っている広告を除けば26～27ページが記事であろう。
(5)MAcKENsENI(232).なお大ざっぱに見積って新聞1ペー ジ約2000語あるから，全体で約3～
4万語の各種情報が盛り込まれていて，優に書一巻に匹敵するであろう。
(6)MAcKENsENI(235f),TscHIRcH(11f),MosERI(153,194)
(7)BAcH(423),MosERI(166),MosER,II(446f)

現代ドイツ新聞語の特色
の2次文献を充分参考にしたことをお断りしておく。
一般的な傾向
35
3新聞語がどんな特色をもっているか，ということに関してのひとつの有力な手がか
りは，しばしばそれに対して向けられてきた規範的観点からの批判に求めることができ
る。その古典的な旗じるしを担うのはショーペンハウアーとニーチェである。彼らによっ
て《新聞ドイツ語》Zg"""gS""sc〃という言葉はネガティヴな色彩を伴なって広がって
いった。ショーペンハウアーの指摘した欠陥は，固有名詞の活用の不備，形容詞・副詞の
区別の無視，完了時称の代りの過去形，性急な造語や正しくない語の使用などであったら
しい｡('7）しかし彼のあげた語のなかには，今日一般的に用いられているbillig,Gedenk-
feier,auffallig,selbstverstandlichなどが含まれていたのであるから，言語の自然の流
れは，彼の批判などには無関係に止むことはなかったわけである。いずれにしても，これ
によって当時の新聞語の傾向を知ることができるのは有意義であろう。
こうした批判は，そのあとも止むことはない。たとえば19世紀末にはWusTMANN,20
世紀に入ってからはKarlKRAus,NikolausPaulBEcKERの名があげられる。最近で
はREINERs､STAvEなどにもこの傾向がうかがわれる。BEcKERの《ドイツ新聞語の
障害，その原因と治療》は《ドイツ語協会》の懸賞課題の当選論文であるが，そこには正
書法や句読点の誤り（例えばblo6→blos,nichtsGutes→gutes),活用の誤り(2格語
尾の消失，形容詞変化の誤り，動詞の誤用），語義の乱れ，構文の誤り，外来語の乱用，
造語や構文のぎこちなさ，流行語の乱用，語感の乱れなどが指摘されている。
これを見ると新聞語は救い難いくらいに欠陥に満ちたもののように，少くともそうであ
ったかのように思われる。しかし今日こうした傾向は依然残っているとしても，以前に比
較すれば落着いた姿を示していると思われる。こうした誤りも現代では，以前ほど強く抵
抗を感じさせなくなったという場合もある。
とはいっても，かって指摘されたこのような欠陥から完全に逃れるということは，やは
り新聞語には不可能なようにも思われる。そのあたりに新聞語の一般的な傾向ないし特色
が発しているようである。
DovlFAT(I,126f)は誤りの4つの源として，この傾向をつぎのように説いている。
その第一は《依存の言葉》"γαc"g〃γA"/g伽""9の傾向で，これは用語の面で特に
強いが，さまざまな分野の出来事を報道するのであるから，確かにその状況や雰囲気を伝
えようとすれば，自然にそこで用いられている特殊語や専問語が入って来ることになろ
う。
第二に《誇張の言葉》S"''α醜g〃γUろgγs"9"""9の傾向がある。読者をひきつけ，
⑰BAcH(423f),d'EsTER(1297)
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強く訴えたいという慾求と相まって感動的な出来事などでこの傾向がでてくるのは自然で
あろう。しかし乱用はその効果を逆にしてしまう。
私の見たところではスポーツやモード記事，其の他センセーショナルな紙面でよく見ら
れる。また広告でこの傾向が強いのはいうまでもない。
第三は《倦怠の言葉》S"''"che""E""αが""9である。つまり使い古したきまり文句
を用いる傾向で，確かに同じような出来事を数年間も報じていると《よごれた日常着》の
言葉になってしまうのはさけ難い。
最後の傾向は《短縮の言葉》助γαc〃g""A肋〃z"”である。電報やテレタイプなど
による通信では，名詞中心になり，又文も短縮されるのは自然の成行きである。又紙面の
制約や多忙な編集のため《美しくないトルソー》はしばしばさけることはできない。
これらの傾向はその欠陥として指摘されたものであるが，欠陥という形で明確にならな
い状態ですべての新聞語の背後にひそんでいる一般的な底流でもあろう。即ちおびただし
い多量の情報を，限られた短かい時間で，読者をとらえるべく処理しなくてはならないと
いう，他の言葉では見られない特殊な条件がここには作用している。文学語のように，ゆ
っくり時間をかけて言葉にみがきをかけるといういとまはない。それは文学に最も関係の
深い文芸記事でも事情は変らない。
こうした特色をしかし積極的な言葉で表現すれば，多彩で豊富な用語，簡潔な表現，明
確な表現，読者をひきつける努力という形でいいかえることができよう。以下やや具体的
にその特色を紹介したい。
専門語，特殊語などからの影響
4新聞の語彙の第一の特色は，多彩で豊富なことにあるが，それはまず専問語，特殊
語RzchSpγαc"g,〃γ90"からの影響に見られる。即ち新聞は現代の社会，文化の広範な
諸分野の出来事について報道するので，必然的に当該分野の用語や表現が入って来ること
になる。確かに経済や科学・技術，スポーツなどの専門語が毎日のように新聞によっても
たらされている。こういう傾向は今日世界的なものであるから，ドイツの現状を推察する
ことはそう困難ではあるまい。最近の新聞から若干の例を引用する。これらのなかで一般
語でも用いられているものもいくらかあるが，かなり特殊な語も含まれていてしばしば難
解である。こうした傾向はいわゆる学芸欄で強いが，特にW紙では高級である。批評など
で,できるだけ学術的に表現しようとする好みが見られることもあるらしく,MAcKENsEN
Ⅱ（154）は《学術化》V""sse"sc""ﾝ"cM"9という表現でこの傾向を説いている｡《'8）
《経済》Wahrungspolitik,Gold-Dollar-System,De-facto-Aufwertung,KursGewinn-Verhaltnis-
se,Emissionskurs,Effektivverzinsung,Rendite,Floating,Dollarzustrom,Umsatzplus，Vorzugs-
⑱M6LLER(45f),MosERII(446f)
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aktie,Kapitalerh6hung,Tantiemen,Brutto-Cash-Flow,Fremdmittelfinanzierung,Dividende
[W1971,Nr.157,S.5,9,10,12]
《スポーツ》Arena,Finale,Hiirdensprinter,Jockei,Lizenzspieler,Semifinale,Service,Starter,
Titelverteidiger,Trainer,Training,Weltmeisterschaften,Zehnkampfer[W1971,Nr、151,S.7;
Nr、157,S.8]
《医学・科学》aversiveKonditionierung,Coriolis-Krafte,Desensibilisierung,Enuretiker,Exer-
zitien,Koordinationsmangel,Kreislaufkollaps,Lernprozesse,Perversion,Phobien,Psychothera-
pie,RelaxationsUbung,Schie6muskel,schizophren,Selbstbehauptungstraining,subkutan,Uber-
tonisiert,Verhaltenstherapie,Zentrifllgalkraft,Zwangsimpulsen[W1971,Nr.151,S､5;Nr､157,I]
《気象》Hochdruckgebiet,niederschlagsfrei,Tiefauslaufer
《文芸》Assistenz-Professor,Choreographie,Crescendo,einstudieren,Kurzmotiv,librettiert,
Monotonie,Nachexpressionist,Numerusclausus,Zw61ftonfresko[W1971,Nr、157,S.5,15;HA
1965〕
5その他特殊なものではHAの青少年向の紙面などに含まれる言葉がある。これ
は〃gg"〃g"＃sc",Z､z"e蝿力γαc"gとよばれているが，われわれにはしばしば分りにく
い｡(19）一般口語U'"9α"9ss力γαc〃も特に通俗紙では好んで用いられ,Bild-Zeitung紙
ではさらにもっと通俗的な〃0/々 sｵ"”"c",s"JQ",""/9〃という段階の言葉，つまりく
だけた用語と表現まで用いて読者の関心をひいているらしい｡(20）しかしこれは一般紙の
傾向ではない。
今日の新聞からはもちろん方言は姿を消しているが，たとえばHA紙では毎日数十行
の低ドイツ語の小話が掲載され，ローカル色を出している。古い時代には各地の方言が相
互に紹介されるということもあった。Dirndlなどという南ドイツの語はこうして一般語
の語彙に加わったものであろう。こういう事は今日稀であろうが依然として可能性はある。
??
新
6新聞は新しい出来事を報道するから，新しい語が多く登場する。多くの新語はまず
新聞によってもたらされる。19世紀以来の多数の新語の形成の傾向は今日も止むことはな
いが，新しい語が必要になると，全く別の言語から単純に借用するか，造語の可能性が利
用される。さきに見た専門語のなかにも新語と思われる語が含まれていたが，現代ドイツ
語では外来語の単純な借用より，やはり造語，なかでも合成による新語が多いようであ
る。造語の傾向については8～10で，又外来語については7でふれるが，以下明らかに新
しいと思われる宇宙科学関係の若干の用語を示しておく。
Raumbasis,-flug,-flugprogramm,-schiff,-station;BodenkontrollstationlBremsrakete,Erd-
auBenstation,Kosmos-Karussel,Langzeitflug,Weltraumkarussel,ZwOlf-Mann-Raumstation
[W1971,Nr､151,S､5]
⑲K6ppER,Heinz:W6rterbuchderdeutschenUmgangssprache.6Bande.Hamburg．(Bd.6
Jugenddeutschl970);WASsERzIEHER(85f)
⑳MITTELBERG(310,318),MAcKENsENII(155)
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外来語
7新聞は外国の情報も伝えるから，当然外来語が豊富になる可能性がある。全く新し
い語も多く新聞によって一般にもたらされるし，しばしば外国語がそのまま引用される。
我国の新聞ではこういう直接の引用は稀なように思うが，同じ字体のせいかドイツの新聞
では割合多い。新聞は新しい外来語をもたらす以外にも，外来語をよく用いる傾向も強
い。
外来語借用のドイツ語の最近の傾向は，フランス語に代る英語の優勢に見られるが，こ
の点で特にSpiegel誌の影響が知られている｡<21)私がかってHA紙の服飾記事の英語系
外来語を調べた際にも，かなり新しい借用が確認できた｡(22〕
さて先述の例ではFloatingという語は新しいのではないかと思われる。又W紙1971年
157号に英国のパブが紹介されているが，この記事のなかにはpubs,,,publichouse46,
,,intoxicatingdrink"G,など多数引用され，さらにClubs,Design,Service,Whisky
などの借用語が見られる。Pubという語は男性名詞として借用されているがUr-Pub,
London-Pub,Versuchs-Pub,Pub-Besucher,Pub-Exemplarなどの結合でも用いられ
ている。全体で20以上登場する。なお引用符のついた英語の引用語は30以上に及んでい
る。
このPubという語は新しい。また最近のHA紙は週末版にしばしばPosterを付録と
しているが，この語もここ二三年に一般的になったかのようである。他のいくつかの英語
系の外来語例を手もとの新聞から紹介するとCharter,Computer,Container,Rushhour,
Smog,Stockpile,Story,Team,Trendなどがある。
既に入っている外来語でも余り知られていない特殊な語やエキゾチックな語も時折読者
にもたらされる。たとえば同じW紙1971年151号では我国の人力車の記事が見られ，ここ
にGeisha,Kimono,Rikschaといった外来語が特別な雰囲気をもたらす。
しかしこうした外来語は目立つが，全体的に見れば少ない。外来語はむしろ専門用語な
どに多いギリシャ・ラテン語系，各分野でみられるフランス語系，英語系が大部分で，音
楽や商業用語に一部イタリー語系の語がこれに加わる。英語系には新しい借用もかなり見
られるが，一般的には17．18世紀にさかのぼる語も多い。
全体的な外来語の割合についてはHELLER(26f)の調査がある。それによるとある東
ドイツの新聞で26311語中2282語つまり8.7％，又12740語中1042語,8.1%という数があげ
られている。各紙面の割合では最高12.8％，最低5.4％となっているから内容によってか
なり相異していることが分る。私がHA紙の服飾記事で調査したところでは，その性質
@l)CARsTENsEN(22f),MAcKENsENII(159)
鰯現代ドイツ語の服飾用語における英語系外来語について，金沢大学教養部編集．人文科学篇7
1969所収
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上外来語は多く，約15％にのぼったo(23)
外来語の分野別の割合，系統別の調査，他の文体，たとえば文学語や日常口語などとの
比較，語類や借用年代の状況などの研究は有意義であろう。いずれにしても新聞は，その
発端からずつと《がっしりとした外来語の橋》(MAcKENsENII,S.151)であった。だか
ら又しばしばその行過ぎについて批判されることにもなった。たとえば外来語について
《これまでその表現のためのドイツ語が存在しなかったかのように》新聞がこれを乱用す
るという非難がある(WussTMANN,S.362)。
しかし外来語の長所もあるから別の観点からすれば，それはドイツ語の語彙を豊かにす
るものでもあろう。しばしば外来語は《他のもので代用されないし，又より細かい意味の
相違を可能にする》のである(MosERI,S.187)。一般に学術語のように外来語なしで
は成立たない分野から杼情詩のようにほとんどこれが不要な言葉など，新聞の枠外での定
った状況があるので，取上げられた分野によっては，その側から多くの外来語がもたらさ
れることにもなる。しかし疑いもなく，新聞によってこれらの語が一般の言語にもたらさ
れる。(24）
流行語
8新聞はまたいわゆる流行語の類Mひαg"Oγ＃，動〃α9"o"をもたらすので有名であ
るが，実際こうした語が世間で使用されているとすれば，新聞に登場せざるをえない。そ
うでなかったら正しく報道していることにはなるまい。ただこういう言葉はすぐ使い古さ
れる結果，しばしば不快か無味乾燥な語感を伴なうが，そのためこれをもたらす新聞が攻
撃されることになった。確かに新聞は流行語がますます拡大し，速やかに使い古されるの
に大いに寄与はするがo
WusTMANN(296f)は流行語という章で約50のこの種の語ないし句を評しているが，
そこにあげられている語は新聞にもよく見られる。彼によると，地方紙や小新聞ではこう
した語はあふれていて，そこでは客はいつもprominentで指揮者はいつもgenialだと
皮肉っている｡(25）彼はさらに新聞は，重要人物の到着や展覧会開催などのよくくり返さ
れる重要な出来事については，時日や名前を書込めばいい書式を記者のために作製しない
のはどうしてか分らない，と皮肉ともとれる批評を加える。
われわれはもちろん規範的立場から論ずるのではなく，客観的にむしろ新聞から時の流
行語を調べ出すことによって言語史の重要な証拠がえられるのを利点とすべきであろう。
最近の流行語についてはSTAvEH(178f)の50ペー ジにわたる詳論が参考になる｡(26）
卿注22を参照
"JuNGANDREAs(96f),M6LLER(25f),MosERII(485f),ScHIRMER-MITzKA(126f),
TscHIRcH(243f);REINERs(539f),WusTMANN(348f)
Q
"STAvEI(140f)もprominentについて批評している。
㈱MOLLER(31f),MosERII(490f),REINERs(167f),WAssERzIEHER(69f,81),WusTMANN
(296f)なども概観している。
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具体的に手もとの最近の新聞の目立つ用語では，たとえばWahrung(spolitik),Wech-
selkurs,Auf-/Abwertung,といった経済外交用語や-Punkte-Programmという政治
用語などがある。かってWirtschaftswunderという流行語があって，これはWAssER-
ZIEHER(81)のSb〃α9"oγオのリストにも入っているが，この語はさらに-wunderの類
推形成も促がしたらしい。最近の例にWirtschaftswundersymbolというのがある。
なおMini,Superなどは依然流行語である。
-ungによる派生語
9MAcKENsENH(150)によると《新聞は何をもたらすか》WasbringtdieZeitung？
という問に対し，何か-ungのついた単語を答える遊びがあるらしい。それほど新聞は
この-ung形成の少くとも拡散にあずかったといわれている。この傾向は現在も変って
いない。
こういう派生語形成は抽象化A伽”党"0”という傾向でとらえることができるが，
-ung形成の他に-heit/-keit形成，動詞不定詞の名詞への転用がある。抽象化の傾向は
さらに合成の手段でも示されるが，こうした傾向は現代ドイツ語の特色とされている｡(27）
さてMATERの逆引辞典は9,000以上の-ung形成，約2,700の-heit/-keit形成を収め
ているが,(28）これらはさらに合成語や共成語の成分ともなるから，こうした派生辞を含
む形式は現代ドイツ語では非常に多い。これは新聞でも当然反映されることになる。ただ
し他の文体の状況と比較してみないと，新聞で特に多いかどうかははっきりしない。1967
年のW紙(Nr.37)の第1面では，約2,000語中66の-ung形成が含まれ，これは約3%
弱に相当する。もし形式語を除けば約6％程度になろう。確かに-ung形成を見出すこと
は全く容易である。ここに見られたのは，つぎのような語で，いずれもよく用いられる語
である。参考までやや特殊な例や，最近のW紙からの数例を示しておく。
Andeutung,Beherrschung,Besprechung,Beziehung,Entwicklung,Forderung,Fortsetzung,
Mitteilung,Regierung,Stellung,Tagung,Verhandlung,Vorbereitung,Wirkung;Bandbrei-
tenerweiterung,Einkommensteigerung,Finanzierungsanteil,Geburtenentwicklung,Kampfabstim-
mung,Kursschwankung,Stadtebauf6rderungsgesetz,Vormachtstellung,Wertschatzung[W1%7,
Nr、37,S.1;W1971,Nr､151,S､1,9,Nr、157,S､1]
-ung形成に比較して-heit/-keit形成ははるかに少く，一般的に余り目立たない。
複雑な合成名詞
10専門語の例や-ung形成の例でも既に合成語が多数含まれていたが，ドイツ語では
この合成という手段が，今日造語の最も重要な手段となっている。特に多成分の合成形成
W7)MosERI(176f),MosERII(477,499f),SPERBER-PoLENz(113)
C3MATER,E.:RUcklaufigesW6rterbuch.Leipzigl965
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が現代ドイツ語のひとつの特色とされているが，なかでも新聞はこれを大幅に利用してい
る。しかし成分の数はやはり3以上は余り多くない。複雑な若干の例を示す。
Arbeitnehmerinteresse,Aufsichtsratsvorsitzender,Bundeswirtschaftsminister,Fallschirmsys-
tem,Familienlastenausgleich,Flie6bandarbeiterin,Funksprechverkehr,GrundstUcksgesellschaft,
Kriegsgefangenenfrage,Tonbandaufnahme,ijbernahmeangebot,Vorjahreszeitraum[W1971,Nr.
151,S、1,3,5,9]
一般に合成形成は2格や前置詞句，付加語形容詞の変化などに代る簡潔な表現手段とし
て利点がある。複雑な内容が1語として取扱えるということは，文構造を簡略にするし多
くの利点をもっている。
合成が複雑になって来ると，好んでハイフンが利用される。ひとつには成分が区分され
て少くとも視覚的には明確になるという利点があるが，また各成分がし､く分自由に統合さ
れるので，その遊離性に影響を受けている。つまりハイフンは結合と同時に各成分単位の
分離の作用も果している。こういう形成では成分として固有名詞，数詞,beinaheのよう
な副詞なども自由に加わることができる。
最近のW紙から典型的な例を引用する。
Anti-EWG-Kurs,Beinahe-Konkurs,CDU-SPD-Koalition,EWG-Wechselkurs,Finanzminister-
Gesprache,Intervall-Schwimmtraining,Leichtathletik-Erdteilkampf,Lohn-Preis-Ausschu6,Ma-
nagement-Informations-Systeme,Nicht-SPD-Manner,Nixon-Administration,4000-Stimmen-
Aktionar,3:40-Minuten-Grenze,8000-PunkteCrenze,1500-m-Spezialist[W1971,Nr､151,S、1,
2,3,7,9,Nr.157,S.1,8,9,17;HA1971,Nr､169,S.IV]
こうした手段はその経済性から，特に標題と広告で好まれる。しばしば独特の形成が見
られる。
《見出しの例》US-Weltraumforschung,EWGCetreidemarkt,Tarif-Ausschlu6klauseln,US-
Protest,Flugzeug-Projekte,Interzonen-Verkehr,,,Olympia"-Oper,Mao-Anhanger,Schadens-
Schnelldienst,,,Promille-Krankenhaus",Palastina-FlUchtlinge,Pfui-Rufe,Kanzler-Apell[W,HA
1967〕
《広告》2x40-W-Stereo-Verstarker,Hi-Fi-Stereo-Receiver,Komfort-Neubau-Wohnung,3-
Zimmer-Vollkomfort-Whg.,Magnetton-Bespurung,Kleinbild-Spiegelreflexkamera[W,HA]
短縮語
11短縮の傾向は新聞語の造語や構文などすべての面にみられるが，これが最も具体的
に現われるのは短縮語であろう。短縮語にはいくつかの型があるが，まず文字の組合せに
よるCDU,UKWなどがある。この型に属するものでAstaのように1語のように発音
する短縮語もある。それからU-Bahnのように一部に文字を用いる型,Autoのように
後半が略される型,Busのように前が略されるもの,Kradのように中間が略される型な
どが区別される。
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これらの語は新聞で造られる場合もあるが，一般にそれぞれの分野で既に用いられてい
るのが取入れられている方が多い｡元来はしかし電文などのような簡略な表現の必要性が
その形成を促がしたから，新聞も影響を及ぼしたことはいうまでもない。今日こういう語
は新聞では政党の名や各種団体名，企業名で最も多く用いられている。
AG,AK(Aktienkapital),AR(Aufsichtsrat),BBC,BRD,CDU/CSU,DDR,DFB(Devisen-
freibetrag),DGB(DeutscherGewerkschaftsbund),EWG,HEW(HamburgischeElektricitats-
Werke),IBFC(InternationalerBundFreierGewerkschaften),SPD;A-Bombe,D-Mark,
GmbHusw．[W1971,Nr、151,157]
このような短縮語はさらに合成語の成分としても用いられ，表現の経済性に役立ってい
る。10の例を参照されたい。
これ以外の一般的な例として'はAuto,Foto,S-/U-Bahn,Krimi,Kripo,Pulliなど
が必要に応じて新聞に登場する。やや特殊な例としてHA紙にAbo-Pa&というのが見
られるが，これは同紙の読者サービスに関してAmnnentから短縮して造ったものらし
い。又同紙にInfoという欄があるが，これは多分英語からの借用であろう。もちろん
informationの短縮である。短縮形成はまた学生用語やいわゆるT"g"s"""cheで大へん
好まれているが，時にこれらも新聞に登場することがある。
短縮語ないし短縮表現が特に豊富なのは，当然のことながら小広告部門である。それは
スペースの関係から，しばしば独自の，そして多くは視覚的なサインとして，あたかも数
字のように用いられている。HA紙から例をあげよう。
《自動車》Anz(ahlung),div(ers),ATM(Austauschmotor),Bj(Baujahr),SD(Schiebedach),
mtl(monatlich),TUV(TechnischexUberwachungsverein);《住居》D-Bd(Duschbad),V(oll)-
Bad,BKZ(Baukostenzuschu6),Mte(Miete),H(S)M(Hausmakler),Whg,WC,MVZ/Mvz
(Mte-Vorauszahlung)
その他の造語について
12名詞以外にも形容詞では合成がかなり目立っている。その型は規定成分に形容詞と
何らかの関係をもつ名詞をもつもの，副詞的に規定する成分をもつもの，並列的に結合さ
れる型などが区別されるが，特に色彩形容詞では名詞を規定成分とする型が多い｡《29）又
複雑な形容詞として合成名詞や語群からの派生形成が加わる。分詞の転用も好まれるが，
その場合副詞的規定成分や目的語の規定詞との合成がしばしば登場する。最近の新聞から
例を示す。
gefUhlsstumpf,kinderreich,marktUblich,polizeistaatahnlich,stabilitatskonform;ausschlag-
gebend,kurssteigernd,auBenwirtschaftlich,bev61kerungspolitisch;achtprozentig,beiderseitig,
altpuritanisch;gesamtwirtschaftlich,sozialkulturell;turnusma6ig,konterrevolutionlir,wirt-
剛拙論：ドイツ語の最近の色彩語について，ドイツ文学44号1970所収参照
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schaftlich-technisch,marxistisch-lenistisch-maoistisch[W1971,Nr､151]
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その他-bar派生語や-maaig,-weiseなどの副詞形成，動詞の合成や派生にも注目
すべき傾向が見られるが，いずれにしても一般の現代ドイツ語の各種傾向は当然新聞で反
映される。一般の造語の傾向については概要を報告したことがあるので，これらについて
は割愛する｡(30）
なお新聞には時に興味深い造語が登場するが，数例を示す。
,,WelcheChancen",sosagteinl9jahriger,,,kannichindiesemPe"siof@Q加"sschonhaben?C@
(W1971,Nr､151,III)
Avangarderobe:KleidungmodernerKUnstler
Balkontroverse:StreitzweierNachbarinnen
Tabelletristik:Bestsellerliste(W1967,Nr.110,150]
1．
??????
1はPensionかPensionar,つまり恩給(受給者）とPolisからの造語で若者の少
い町をさしている。2～4はW紙の””J〃'sc〃な，つまり遊びの例であろうと思うが，
当時の週末版はこのような独創的造語をもたらしている。
，格語尾の消失について
13名詞の2格語尾一sの消失はWusTMANN（4f）やBEcKER（13f）でともに好まし
くない新聞語の欠陥とされている。しかしMosERI(178)によると，この傾向の起源は
中世後期にまでさかのぼるものらしく，最初は特に形容詞を伴なう固有名詞にはじまり，
次第に標題とかほかの場合に及んだという。彼はついでに2格自体の退潮についてもふれ
ている。
近代ドイツ語の主として経済性を研究したKoENRAADs(154f)も，この傾向について
注意していて，彼によれば格表示は一度で充分という言語の目指す経済性にかなったもの
と推定している。この傾向はまず新聞ではじまったもので,外国地名たとえばdesKongo
のような不確実な2格語尾にならってdesRhein,desMainのような消失が起ってきた
といわれている。この傾向はやがて外来語や本来のドイツ語の語に及ぶが,DuDEN(206)
にもその例証が記載されている。
desBarock,desDativ,desKaffee,desKlima,desHieligenAbend,desVergnUgenusw.
以上の例はもちろん正しくないと判断されているが，冠詞を伴なう人名，外国地名，そ
れに月の名では，語尾の消失が認められている。しかし週日の名は，ただ消極的に黙認さ
れている。
剛現代ドイツ語の造語における特色，金沢大学教養部論集・人文科学篇51967所収｡なお次の参考
文献を追加しておく。FLEIscHER,Wolfgang:WortbildungderdeutschenGegenwartssprache.
Leipzigl969;DuDEN,derGro6e・Bd、IV,S、347-418
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dieRolledesLohengrin,deslnn(s),desMai,AnfangMai;desfolgendenMittwoch
WusTMANN(5)は《どの形式の脱落も言葉を貧困にする》として，この語尾をでき
るだけ保持することをすすめるが人名や月の名ではなくてもいいと考えている。いずれに
しても一般の流れはいつも，このような忠告には余り耳をかさないから，この傾向はかな
り進んだと思われる。
ところで新聞でこの傾向がはじまったということであれば，当然この例は多数新聞に見
出されるはずであろう。確かにMAcKENsENII(152)は名前やタイトルなどでdieBilder
des,,Spiegel鐸のように2格形式を用いない傾向は，ドイツの新聞で《ほとんど過酷なく
らい徹底》しているので，ごく少数の新聞の努力は焼石に水だと証言している。この少数
の新聞の例としてFrankfurterAllgemeineがあげられているがW紙もこれに属する。従
ってここで参考にしたW紙からDuDENの規定に反した例をその主要記事から見出すこと
はできない。これはハンブルクの大地方紙HAでもほぼ同じで，ただ1例desKremlが
確認された。これもW紙ではdesKremlsとでている。しかしMAcKENsENの証言を信
ずれば一般新聞にはなおこの傾向が強いのであろう。
なお短縮語などでの例は両紙とも豊富である。("HammerdesDGB",desNDR(W
1971,Nr.151))
この傾向についてさらに詳細に調査したいと思っているが，一般的に2格そのものの退
潮にも注意しなくてはなるまい。たとえば,vonなどの前置詞による表現や合成語形成な
どに代えられている場合が多くなっている可能性がある。HAの服飾欄にKaroという
語が多数登場するが，合成成分Karo-かkariertという形容詞,von,mitなどを伴な
う表現のいずれかに限られている。
冠詞の省略
14新聞語法のもうひとつの著名な傾向は，主として標題にみられる冠詞の省略であ
る。MosERI(179)によると文学作品の標題としてシュトルム・ウント・ドラング時代
以来，冠詞のない表現が用いられ,今日では特に不定か一般的内容が暗示されるという
(DorfkircheimSommer,SichelamHimmel)｡しかしこの語法は新聞の標題，見出
しで強力に発達したが，これはKoENRAADs(137)でも指摘されている。WusTMANN
(88f)は特に冠詞の省略による極端な短かさを，《最もしばしば見られるみにくさ》のひ
とつと評している。彼はつぎのような標題風の場合は可としている。
FrecherDiebstahl;AufgefundenerLeichnam;Fahrradgestohlen
しかし2項の表現や前置詞の後などではこの語法は非難されている。
KapitanschildertSchiffsuntergang;AutorastinVolksmenge
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さらにつぎのような例では内容があいまいになるという欠点を強調している。
AuslAnderinD-Zugberaubt;Zehnjahrigeverschwunden;InhaberverfUhrtAngestellte
つまりAuslander,Zehnjahrigeなどの人数が不明というのである。しかしこの点は以
下の記事を見れば分るので，見出しとしてはそう支障がないとも思われる。
KoENRAADs(173)は標題の例以外に船や飛行機名についても冠詞が用いられなくなっ
たことにふれ，特にその場合は名詞の性の不一致に原因があると考えられている。
なおこの語法は広告部門でも愛用されているが，さらに一般の語法にも影響を及ぱして
いるという。これについては1で影響の例としてふれた。
見出しの例をいくつかあげる。
M6rderverhaftet;KoalitioneinigUberNotstand;
SEDsetzthartenKursfort;BrandaufFahre;
LauritzenwillMieterschutzverbessern;
PekingbestatigtEinsatzderArmee(W,HA1967]
文の長さ
15DovlFAT(I,131)は新聞の報道文体では短かさK"γZeが重要なことを強調して
いるが，一般に新聞の文は短かいであろうか。具体的にW紙で調査したところでは大体平
均20語という結果が見られた。これは1967年の同紙から任意に選んだ10号の第一面一一一主
として重要ニュースがまとめられている－の本文記事の文の語数と文数から平均を計算
したものである。これが長いのか短かいのかは他との比較によらなくては分らない。たと
えばEGGERs(52f)はRowohitsDeutscheEnzyklopadieのなかから5万の文を選んで
分析しているが，それによると14～18語の文が最も多いという結果をえている。これは現
代ドイツ語の簡素な実用散文Ge〃α"c"""osαの文の長さであるが，これに比較すれば
先のW紙の文はやや長いということになろう。しかし古典派のなかでも短かい文をかいた
レッシングで22～24語，ゲーテでは30語，シラーでは大部分もっと長いというから9(31)こ
れら文学語に比較すればW紙の文は確かに短かいといえる。
ずっと短かい文の傾向はBild-Zeitung紙やSpiegel誌に強いという。前者については
MITTELBERG(189f)の詳細な研究があって，これによると5～9語の文が全体の35%,
さらに2～16語の文が84％をしめ，明らかに簡素なS彫"o-Sy"""の傾向を示している
ことが分る。又Spiegel誌についてはMAcKENsENII(159)で《大てい2音節の短かい
語,20語以内の短かい文を用いる》とこの傾向が指摘されている。従って新聞によって又
その記事部門によって文の長さがどういう状況か調査する必要があると思われる。
61)EGGERs(53)による。
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簡素な文構造
16MITTELBERG(184f)によるとBild-Zeitung紙では短い文ばかりでなく，文構造
も簡素とされている。1,000の文では定動詞を欠く不完全文馳#z"湖が13.6%,単一文
鰯”"c"”たが61.5％，並列文此鋤"”4.8％，複合文G"Wge20.1%という結果が示
されている。さらに4，8，16，32語の文のみを抽出したデータでは，それぞれ20，60，
3,17%となっている。これをEGGERs(53)の結果に比較すると大きな相違が見られ
る。ここでは2.5,41,13.5,43%という割合で,Bild-Zeitung紙では単一文の占める割
合がきわめて高いこと，同様不完全文も多いことが分る。即ちこの両者を合わせると80%
近くに達し,S""-Sy"α苑の傾向をよく示している。
私はこの調査を充分に行っていないので断言できないが，こうした傾向は他紙ではそれ
ほど強くないと思われる。しかし底流としては一般的に見られる傾向であろう。特に簡素
な文は構文の簡素化というすべての文明語に認められる傾向にかなうものと言われてい
る｡(32）いわゆる実用語では一般に簡素な少数の文パターンで満足され，実用語のひとつ
である新聞もこの傾向を示すといえよう。しかしこれは他方で名詞ないし名詞構文の愛用
とも関連をもつもので，副文にとぼしい文章の代りに綴密な文成分が多くなる結果となっ
た。M6LLER(64)は《文の関節がなくなり文成分は一列に進行する》といっている。
また不完全文は短縮傾向の現われであるがこれも大体,名詞構文を中心にした簡素な,し
かししばしば綴密な内容を伴なう表現である。普通の新聞の一般記事では，この不完全文
はそんなに目立たないが,見出し,標題や広告ではごくあたりまえの語法となっている。前
者については本稿の最後にふれることとするが，さらに天気予報や一部の特殊な記事にも
これが現われる。一般的に有名な分野は，電文と各種案内や使用法などの実用文である。
名詞的表現の偏重
17不完全文ないし簡素な文パターンの代償でもある体言文体Ⅳb"""α慰認あるいは
名詞化S"伽α'､癒り'”""9の傾向は,また新聞語の特色として有名である。これは既にふれ
た-ung,-heit/-keit形成などの抽象名詞や多成分合成名詞の愛用に現われている。この
傾向は一般に固苦しい，のびやかさにとぼしい，うるおいのない文体を作りあげている。
これに対する非難はここに発している。REINERs(192f)は書類文体馳〆〃詑況という
いくぶん軽蔑的な表現のもとに，その皮肉なしかし適格な18の特徴を列挙するが，その大
半は名詞的表現に関するものである。そして新聞の氾濫によってこの文体は促されたとし
ている。ちなみにこの文体を彼は《病める文体》S〃〃α"肋e"“として取扱い，この部
の最初は《動詞は死す》という体言文体に関する批判である。そしてこの傾向はフランス
語や英語でも見られるが，ドイツ語ほどではないといっている。彼はこの《精神的疲労現
62M6LLER(64f)
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象》9"s"9eEγ〃"戯""sel'sc"""""9をなげくのである。
しかし積極的な意見も当然起ってくる。SPERBER-PoLENz(112f)はこの傾向を動的思
考の退化としてではなく，動的概念について何かを表現する文法的可能性を付加するもの
としてとらえている。確かに《このような思考上の抽象化がなかったら，現代の文明と精
神文化は考えられない》であろう。MosERI(179)は客観的にその原因を簡潔さと重要
なものを先に表わそうとする努力に認め，影響としては官庁語とREINERsの所見にもか
かわらず英語をあげている。なお新聞の標題,見出しで活発に用いられるといっている｡〔33）
できるだけ多くの情報をコンデンスして，速やかに伝達しようとする新聞の目標にとっ
ては，こうした表現は確かに有利で，新聞がこれを多く用いるのはむしろ当然とさえいえ
る。しかしそのためしばしば難解になるか，著るしくバランスを欠く構文が生ずることが
ある。つぎの例では20語に及ぶ文成分は重苦しいのではないか。
EindelikaterPunktbeidenBesprechungenzwischenBundeskanzlerBrandtunddemfran-
z6sischenStaatsprasidentenGeorgesPompidouamAnfangnachsterWocheinBonndUrfte
Europasein.[W1971,Nr､151,S.2)
さらにいくつかのよく現われる型の例を引用する。
DieUrnenmitderAschederdreisowjetischenKosmonauten…(W1971,Nr､151,S.1]
DieFristenfUrdieAbgabederEinkommensteuer-,…undUmsatzsteuererklarungenl970
sind…(ib.)
DieAnnahmedesMansfield-ZusatzesdurchdenSenat…(ib.)
AusProtestgegenbewaffneteAuseinandersetzungenunterdenStudenten...[ib.S､2J
...diekUnftigeZusammensetzungdesauf21MitgliedererweitertenAufsichtsrates.(ib.S､3)
unterdenvondenRegierungenderVereinigtenStaatenundderSowjetunionimmer
dringendergefordertenAtomsperrvertrag…(W1%7,Nr.37,S､1]
EineguteGrundlagefiiraufgegenseitigeRespektierungberuhendeweiteredeutsch-ameri-
kanischeZusammenarbeit.[ib.〕
...deramSonntagmitBrandtzurUckgekehrteSprecherdesAuswartigen｣Amtes,…[ib.〕
Ergebnis:EinObergewichtder"linken@fVertreterimAufsichtsratdeswestdeutschenWirt-
●●
schaftswundersymbols.(W1971,Nr.151,S3]
????
????????
7．
????
1～4は主として前置詞と2格による構文を示し，5～8ではいわゆる冠飾句構文を含
む。9はより大きい統合の例で，このような簡略な表現は標題などでよく用いられる。全
体は定動詞を欠く不完全文である。見出し・標題の不完全文については201.～19.を参
照されたい。
"M6LLER(56f),MosERII(497f),TscHIRcH(238f)
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23.…mitihrenmodischenMe""@g"(W1967)
24.A/e"""seimNahost-Konflikt[HA1967>
25.Kiesinger:Wirbrauchenﾉα"'"AM"inderDeutschlandpolitik(W196"
26.Weltraum伽γ"sseJ;Kosmos-Kα〃sseJ[W1971)
27．EnglandbleibtweiterhinaufderEWG-Wα〃g加峨．BitterenttauschtUberdeGaulles
Kα"eD"s"[HA1967)
28.DerStreitumdasSozial加陶ef(W1967]
29.Kanzler-ApellandieKoalition:Finan功α〃efnicht""sc""e"(W1967]
30.E"B"C灼励”γ此〃Z〃"z〃@Nαc"伽γ〃verdeutlichtdenNachholbedarf.(W1971]
1，2は戦術，3～7は交通用語からとられているが，特にBremse,bremsenは一
般的になっている。8～11は大体気象関係である。我国でも似たような表現を用いている
ことがわかる。12～16は医学用語，これもよく用いられるが,15などは全体がその色彩を
帯びている。17～20は一般自然科学といえよう。21は音楽作品をフレスコ画にたとえてい
る。22は対位法という音楽用語を服飾に用いている。23も同じ。メリスマとは細やかにゆ
れ動く装飾音（特にグレゴリオ聖歌などで）のことで，服飾記事のたとえとしては成功し
ていると思われる。24～30は一般的な用語例である。なかでPaketは政治計画とか法案
のようなものを指しているらしい｡(35）
なお記事区分は大体内容から分ると思うが，4，6は経済関係の例である。10は政治，
11はキージンガー氏の表現で外国為替相場に関するものである。
見出し，標題の語法
19新聞記事の見出し，標題は現代では《内容全体の要約になってきている。冷静な見
出し，熱情的な見出し，その大小によって読者の注目をひき，特別な関心をもたせる》,(36）
という役割を演じなければならない。特に大見出し勘〃"9ze"eは新聞の顔や眼にたと
えられるが，これによってそのメーク・アップはかなり重要な影響を受ける。たとえばw
紙では一般に余りスペースをとらず，字体もそんなに大きくない。これに反してHA紙で
は，大ていより多くのスペースを用い，しばしば第一行は全紙の弘以上に及ぶ。字体も大
きい。前者の落着いた印象と比較して，ややセンセーショナルな色彩を感じさせる。しか
し他の記事の見出し，標題での相異はサイズのうえではそんなに大きくはない。
一般に各新聞で第一面の大見出しの構成がその特徴をよく表わしていると思われるが，
その各種の相異にもかかわらず，簡明な表現を目ざすという語法の点で共通した基盤をも
っている。それは既にふれたが，冠詞の省略とか大胆な合成語形成や語結合，それに不完
全文に現われている。
全体的に見ると，当然のことであるが，長い記事には2文以上が見出しとして用いられ
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1文は普通やや小さく印刷され，副題または導入的な役割の添題として現われる。小記事
の見出しは多く数語からなる1文が用いられている。具体的に1967年のW紙とHA紙の第
一面の大見出し全部と，任意に選んだ10号分の第一面の全標題を資料に，以下その語法の
あらましについて報告したいo(87)
まず大見出しについて見ると，その全テキストの平均語数はW紙で約15.4,HA紙で
11.3と前者で語数が一般に多いことが分る。これを更に重要文について比較して見ると
7.9と4．7となって差は大きくなる。つまりこれから先に述べた印象が明確な数の形で確認
できたことになる。文型での差異は特にHA紙で不完全文の割合がW紙に比較して多いこ
とが分った。W紙では295標題のうち19であるのに反しHA紙では301標題のうち144と
いう6倍の数が見られる。しかしW紙も他の複合文などに70文以上の不完全文を含んでい
るので，両者で違いがあるといっても，その傾向には共通性が見られる。単一文について
はこの点両者でほぼ同数の135と132という結果が見られた。簡素な文型の利用は明白で
あろう。並列文，複合文などの調査は紙面のつごうもあり他の機会にゆずることとする。
さて同じような調査を大見出し以外の標題で行って見ると，全語数ではやはりW紙が長
く平均7に対しHA紙5,その主要文では,4.8と3.9という結果がえられ，その差は少
くなる。全体として大見出しの半分以下のサイズであることも分る。なお主要文ではHA
紙の場合大見出しと一般標題は大して違わないことも明らかとなった。このような比較調
査を更に他紙について試みるのは有益であろう。
一般標題の主要文の不完全文の割合はW紙で121文中49,HA紙で109文中65となり，
やはり後者の方が多い。単一文では65,40となって逆になる。その他は7,4でここでは
大多数が不完全文と単一文によっていることが分る。
標題の用語の特色については既にふれたのでくり返さないが，特に大見出しでは固有名
詞がよく用いられること（ほとんどの場合），それに数詞・数字が好まれること（60以
上），ドイツの新聞なので,deutsch,Bundes-が90例以上の標題に含まれていることを
付記する。
なお標題ではスペースや行の分け方，目立つ字体や各種の視覚的工夫が行われるが，本
質的な言語表現からそれるので立入らない。
20最後に典型的な見出しの型を例とともに紹介しておく｡
《不完全文》
1．Briefwechsel
2.Bischofskonferenz
3・NiedrigeSparzinsen
4.NeueAtomsprengk6pfe
5・KeineAufhebungdesKPD-Verbots
剛両紙とも欠号があるので大見出しについてはW紙で295,HA紙で301標題を資料とした。
現代ドイツ新聞語の特色
6.BoykottderSkilaufer
7．DramatischesRingenumVietnam-Frieden
8．ErsteVerhaftungimFallKennedy
9．Weitere200Mill・DMfUrKielerUniversitat
10.PapstindieTUrkei
ll･NeuesUnglUckinderUS-Weltraumforschung
l2･WiederBombenirrtum
l3・EinigUberdasStabilisierungsgesetz
l4・EntfUhrungeinRacheakt？
15.IneinerStundeumdieganzeErde.
161nEuropaStrafeschonbeiO,8Promille？
17．VictorGollanczgestorben
l8・Kaltewellegebrochen
19.Schneeschauerzuerwarten
《単一文》
20.Mendebleibt
21.DasWetterbleibtnochwechselhaft
22．Volkspolizeibehindertdenlnterzonen-Verkehr
23・MilitarchefsberatenUberSukarnosAbsetzung
《その他》
24．Schr6der:BegrenzungderBundeswehrmOglich
25．Athen:HoheOffiZieremUssenindenRuhestand
26・BundesregierungkUndigtan:Stabilitatsgesetzwirdverscharft
27．LondonbeauftragtEWG-Beitritt・WilsonsetztsichimKabinettdurch
28.Rauschgiftkonsumsteigt/Polizeiverstarkt
29・Kiesinger--JohnsonimSeptember
30.,,WennBonnTruppenreduziert,ziehenUSAweitereSoldatenab@G
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1,2は1語の名詞からなる最も単純な例。3,4は付加語形容詞を伴なうが，潜在的
には名詞は形容詞の性質を示すという文表現が考えられる。5，6は2格名詞を伴なう例
で，2格は潜在的に主語や目的語の機能をもつ。7～11は前置詞を伴なう構文であるが，
全体が1項であるのか2項であるのか，にわかにきめ難いが，潜在的にたとえば10では
《教皇トルコへ（行く）》であろう。11では《アメリカ宇宙研究で新惨事（起る）》とい
うことになる。12以下は2項がよく分る。16では《ヨーロッパではすでに0．8プロミルで
処罰か》となってinEuropa,Strafe,schon,bei0.8Promilleの4成分が結合されてい
る。動詞が潜在的に入るのは文頭かStrafeの前であろう。17～19は助動詞が現われない
例であるが，17はほぼ型ぎまりに用いられている。
20～23は単一文の例である。もち論もっと複雑な例もあるが省略する。
24～26は非常によく見られる語法で態度表明の主体とその内容を結ぶことが多い。引用
文を従える語法の簡略化した型であろう。26ではこれが原型を保っている。引用文はしば
しば不完全である。

